
　(1)　意見総数　８件（８人）

　(2)　いただいた御意見（要旨）とそれに対する市の考え方

No. 寄せられた御意見等 寄せられた御意見等に対する考え方

1

　高松市競輪場は自転車競技場ですのでスポーツ施設と思っておりましたが案では産業振興
施設に分類され、目的は「公営競技の実施」のみで機能については、「高松市自転車競走実
施条例」に基づき、機械工業振興及び体育事業など公益事業の振興を図るとともに、本市の
財政を健全化し、公共施設の建設等に貢献する施設であるため、継続する。とあります。
　これは、競輪事業は発足した戦後の時期の「公営競技場」（ギャンブル場）であるという
認識が今まで見直されることなく放置されてきたための思います。競輪場と表記すればこの
ような目的になるでしょうが、実際には、国体やその予選、インターハイなども実施されて
いる場所で有り、ここは「自転車競技場」であると考えれば目的は全く変わってきます。屋
島競技場（陸上競技）がスポーツ施設に分類され、「市民の心身の健全な発達に寄与するた
め」という目的であるように、陸上競技か自転車競技かの種目が違うだけで「市民の心身の
健全な発達に寄与するため」という目的は全く同じです。その上で公営競技の実施によって
プラスアルファの貢献があるという施設に生まれ変わります。
　また、昨今の自転車ブームであるサイクリングやマウンテンバイク、ロードレースの拠点
としても、市内のレンタルサイクル事業などの拠点としても活用でき、総合計画にあるス
ポーツの振興とともに快適で人に優しい都市交通の形成、自動車から自転車への転換で地球
温暖化の対策にも一役買うことができます。ちょうど高松競輪場は再整備基本設計の作業中
と聞いております。今回の改定を機会に、施設の位置づけをスポーツ施設に変更しそれに
沿った形での施設再整備を行いそれに沿った形の民間活力を導入することでいわゆるギャン
ブル場ではなく他市にはない魅力的な場所として高松競輪場は生まれ変わるのではないで
しょうか。

　機能につきましては、高松競輪場は、自転車競技法の規定により、経済産業大臣の設置許可を受け、
「高松市自転車競走実施条例」に基づき競輪開催がされておりますことから、競輪事業の目的について
記載をした上で、産業振興施設として位置付けているものでございます。
　また、本計画（案）にもありますとおり、再整備を実施するに当たっての民間活力導入検討に合わ
せ、施設の機能や方向性についても検討してまいりたいと存じます。

2
　No15　旧市民プールについては、廃止ではなく、大修繕を行い、施設の再開をはかるこ
と。

　旧市民プールにつきましては、平成２８年度策定の高松市公共施設再編整備計画において、廃止施設
対象としたところ、存続を求める多くの意見等があり、令和元年に市民プールの今後の在り方を検討し
た結果、「現状のまま、継続する。ただし、安全確保上又は運営上支障のある修繕が必要になったら廃
止」との方向性を決定いたしました。しかしながら、令和３年夏に、設備の取替や建物の立替等の大規
模な修繕（安全確保上又は運営上支障のある修繕）が必要となったことから、施設の廃止を決定してい
るものでございます。

高松市公共施設再編整備計画の改定(案)についてのパブリックコメント実施結果

　本市では、平成28年度から３０年度にかけて、「高松市公共施設再編整備計画（１次～３次）」を策定し、公共施設の総量や配置等の適正化を図ってまいりました。
　今年度、「高松市公共施設再編整備計画（１次）」の策定から５年を経過し、計画の見直し年度となることから、令和４年３月２２日（火）から４月２１日（木）までの期間、高松市
公共施設再編整備計画の改定（案）についてのパブリックコメントを実施しました。
　公共施設再編整備計画(案)は、公共施設全体に対する取組の考え方及び個別施設の今後の在り方の２点についてお示しするものです。本パブリックコメントでは、計画案を公表し、この
案に対して、市民の皆様から提出いただいた御意見等を参考とさせていただくものです。

　※提出いただいた意見は趣旨を変えない範囲内で、簡略化又は文言等の調整をしているものがあります。



No. 寄せられた御意見等 寄せられた御意見等に対する考え方

3
　旧市民プールの廃止に反対します。廃止を撤回して市民プールを復活・再開してくださ
い。市民アンケートでは6割の人たちが存続させてほしいと表明していたではありません
か。適切に修繕すれば充分使用可能です。

　旧市民プールにつきましては、平成２８年度策定の高松市公共施設再編整備計画において、廃止施設
対象としたところ、存続を求める多くの意見等があり、令和元年に市民プールの今後の在り方を検討し
た結果、「現状のまま、継続する。ただし、安全確保上又は運営上支障のある修繕が必要になったら廃
止」との方向性を決定いたしました。しかしながら、令和３年夏に、設備の取替や建物の立替等の大規
模な修繕（安全確保上又は運営上支障のある修繕）が必要となったことから、施設の廃止を決定してい
るものでございます。

4

　市民プールの廃止には反対です。大いに活用したプールです。市民プールは、修繕をし
て、残すべき市民の大切な施設だと考えて、存続の要望署名に賛同しました。本当にたくさ
んの市民の声が署名に現れていると思っています。どれ程の声が上がれば市民の財産が守れ
るのでしょうか。再編計画と言える明確な子ども用プールの計画とも言えません。丁寧な修
繕計画素実施した財産経営は、されていましたか？そういう市民目線の欠けた、大変未熟な
提案ではないでしょうか？

　旧市民プールにつきましては、平成２８年度策定の高松市公共施設再編整備計画において、廃止施設
対象としたところ、存続を求める多くの意見等があり、令和元年に市民プールの今後の在り方を検討し
た結果、「現状のまま、継続する。ただし、安全確保上又は運営上支障のある修繕が必要になったら廃
止」との方向性を決定いたしました。しかしながら、令和３年夏に、設備の取替や建物の立替等の大規
模な修繕（安全確保上又は運営上支障のある修繕）が必要となったことから、施設の廃止を決定してい
るものでございます。

5
　旧市民プールは、幼児、子ども、障がい者等をはじめ、一般市民が一緒になって楽しめる
プールであり、それに代わる施設は他にはありません。

　旧市民プールにつきましては、平成２８年度策定の高松市公共施設再編整備計画において、廃止施設
対象としたところ、存続を求める多くの意見等があり、令和元年に市民プールの今後の在り方を検討し
た結果、「現状のまま、継続する。ただし、安全確保上又は運営上支障のある修繕が必要になったら廃
止」との方向性を決定いたしました。しかしながら、令和３年夏に、設備の取替や建物の立替等の大規
模な修繕（安全確保上又は運営上支障のある修繕）が必要となったことから、施設の廃止を決定してい
るものでございます。

6
　安全確保上又は運営上支障のある修繕が必要となったことから廃止するというのは論外で
ある。市民３万をこえる存続要望署名に対して、代替施設で継続するというが、代替機能を
有する施設は今のところみあたらない。市民の声をもとに強く反対する。

　旧市民プールにつきましては、平成２８年度策定の高松市公共施設再編整備計画において、廃止施設
対象としたところ、存続を求める多くの意見等があり、令和元年に市民プールの今後の在り方を検討し
た結果、「現状のまま、継続する。ただし、安全確保上又は運営上支障のある修繕が必要になったら廃
止」との方向性を決定いたしました。しかしながら、令和３年夏に、設備の取替や建物の立替等の大規
模な修繕（安全確保上又は運営上支障のある修繕）が必要となったことから、施設の廃止を決定してい
るものでございます。

7

　スポーツ施設の再編整備検討結果一覧表（２０頁）の中で市民プール（浜ノ町）が廃止対
象となっていることは、極めて重大な問題であります。市民プールは開発によって埋め立て
られた大的場海水浴場の代替施設として市民の切実な要望によって造られた福利厚生施設で
あり、今も毎年約３万人もの市民が利用しています。この市民プールは他のプールにはない
重要な特徴として水深１メートルの流水プールをもち、幼児、子供、障害者等の社会的弱者
が利用している貴重な価値のある福祉施設であります。住民の福祉の増進を使命とする自治
体として（地方自治法第１条の２）高松市はこの市民プールを存続させる責任があります。

　旧市民プールにつきましては、平成２８年度策定の高松市公共施設再編整備計画において、廃止施設
対象としたところ、存続を求める多くの意見等があり、令和元年に市民プールの今後の在り方を検討し
た結果、「現状のまま、継続する。ただし、安全確保上又は運営上支障のある修繕が必要になったら廃
止」との方向性を決定いたしました。しかしながら、令和３年夏に、設備の取替や建物の立替等の大規
模な修繕（安全確保上又は運営上支障のある修繕）が必要となったことから、施設の廃止を決定してい
るものでございます。

8 　現行機能の市民プール運営をお願いします。

　旧市民プールにつきましては、平成２８年度策定の高松市公共施設再編整備計画において、廃止施設
対象としたところ、存続を求める多くの意見等があり、令和元年に市民プールの今後の在り方を検討し
た結果、「現状のまま、継続する。ただし、安全確保上又は運営上支障のある修繕が必要になったら廃
止」との方向性を決定いたしました。しかしながら、令和３年夏に、設備の取替や建物の立替等の大規
模な修繕（安全確保上又は運営上支障のある修繕）が必要となったことから、施設の廃止を決定してい
るものでございます。


